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そ
の
後
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格

を
取
得
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
働
き

は
じ
め
た
中
野
。
資
格
を
取
っ
た
も
の

の
、
紹
介
さ
れ
る
訪
問
先
は
大
変
な
と

こ
ろ
ば
か
り
で
、
経
験
の
な
さ
も
相

ま
っ
て
負
担
を
感
じ
る
瞬
間
も
あ
っ
た

と
い
う
。
そ
ん
な
と
き
、
何
気
な
く
眺

め
て
い
た
市
政
だ
よ
り
で
、
日
本
赤
十

字
社
が
開
催
す
る
介
護
の
講
習
が
あ
る

と
知
る
。
足
を
運
ん
で
み
る
と
手
取
り

足
取
り
技
術
を
教
え
て
も
ら
え
、
そ
こ

で
や
っ
と
少
し
本
質
を
知
れ
た
実
感
が

あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
は
多
少
自
信
が
付

き
、
様
々
な
仕
事
を
こ
な
せ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

経
験
を
積
め
ば
不
安
も
消
え
る

転
機
と
な
っ
た
の
は
、
訪
問
ヘ
ル

パ
ー
の
会
社
を
立
ち
上
げ
る
と
い
う
同

僚
か
ら
の
誘
い
を
受
け
、
転
職
を
し
た

と
き
の
こ
と
だ
。
そ
こ
か
ら
約
15
年
、

中
野
は
自
宅
で
暮
ら
す
要
介
護
者
の
日

常
生
活
に
ぴ
っ
た
り
寄
り
添
い
な
が
ら

仕
事
に
励
ん
だ
。
要
介
護
者
の
手
と
な

介
護
業
界
に
長
く
携
わ
っ
て
き
た
中

野
喜
美
代
。
２
０
１
４
年
に
有
限
会
社

さ
ざ
な
み
に
入
社
す
る
前
に
は
、
訪
問

ヘ
ル
パ
ー
を
約
15
年
務
め
た
キ
ャ
リ
ア

も
あ
る
。
い
つ
で
も
笑
顔
を
絶
や
さ
ず

に
働
い
て
い
る
中
野
の
足
跡
を
辿
り
つ

つ
、
仕
事
に
対
す
る
思
い
を
語
っ
て
も

ら
っ
た
。

偶
然
の
出
会
い

数
十
年
前
に
入
院
し
て
い
る
義
母
の

世
話
に
行
っ
た
と
き
、
中
野
は
あ
る
女

性
と
出
会
っ
た
。
当
時
、
付
添
婦
と
呼

ば
れ
て
い
た
職
業
に
就
き
、
自
身
が
受

け
持
っ
て
い
る
患
者
の
世
話
を
し
て
い

た
そ
の
人
は
、
う
ま
く
介
護
が
で
き
な

か
っ
た
中
野
に
い
ろ
い
ろ
と
介
護
の
イ

ロ
ハ
を
教
え
て
く
れ
た
。
付
き
っ
き
り

で
患
者
の
世
話
を
し
な
が
ら
も
楽
し
そ

う
に
仕
事
に
励
ん
で
い
る
姿
を
見
か
け

る
た
び
、「
こ
ん
な
仕
事
も
あ
る
ん
だ

な
」
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
は
じ
め

て
介
護
と
い
う
仕
事
に
興
味
を
抱
い
た

の
だ
。

り
足
と
な
り
、
と
き
に
は
車
い
す
を
押

し
て
様
々
な
場
所
を
訪
れ
た
。今
で
も
、

日
常
の
ワ
ン
シ
ー
ン
の
記
憶
が
蘇
る
瞬

間
が
あ
る
。
た
っ
た
一
人
で
介
護
や
生

活
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
大
変
さ
や
要
介
護
者
の
家
族
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
全
責
任
を
預

か
る
重
圧
な
ど
は
あ
っ
た
も
の
の
、
大

き
な
や
り
が
い
と
か
け
が
え
の
な
い
時

間
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

そ
の
後
、
中
野
は
母
親
と
共
に
故
郷

の
高
知
県
に
帰
る
た
め
、
数
々
の
思
い

出
が
生
ま
れ
た
場
所
を
離
れ
る
決
意
を

固
め
、
退
職
す
る
道
を
選
ん
だ
の
だ
っ

た
。

違
う
楽
し
さ
に
触
れ
る

高
知
県
へ
と
戻
っ
て
か
ら
約
１
年
。

中
野
は
再
び
大
阪
に
戻
っ
て
暮
ら
し
て

い
た
。
あ
る
日
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ

ざ
な
み
の
前
を
通
り
か
か
る
と
、「
ヘ
ル

パ
ー
募
集
」
の
求
人
票
に
目
が
留
ま
っ

た
の
だ
。
興
味
を
持
っ
た
中
野
は
求
人

へ
と
応
募
し
、面
接
を
経
て
見
事
採
用
。

ち
ょ
っ
と
し
た
出
来
事
か
ら
縁
が
つ
な

が
り
、
さ
ざ
な
み
の
一
員
と
し
て
あ
た

た
か
く
迎
え
入
れ
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

実
際
に
働
き
は
じ
め
て
感
じ
た
の

は
、
新
鮮
さ
。
約
15
年
、
一
対
一
の
介

護
を
し
て
き
た
自
身
に
と
っ
て
、
複
数

の
職
員
と
協
力
し
、
た
く
さ
ん
の
利
用

者
と
過
ご
す
環
境
は
は
じ
め
て
。
一
緒

に
働
く
職
員
が
い
る
こ
と
で
、
作
業
ひ

と
つ
と
っ
て
も
安
心
感
を
持
っ
て
働
け

る
と
い
う
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
感
覚

に
も
出
会
っ
た
の
で
あ
る
。
介
助
を
し

た
り
、
話
し
か
け
た
り
す
る
と
、
利
用

者
は
み
ん
な
笑
顔
で
接
し
て
く
れ
る
。

そ
れ
が
何
よ
り
も
嬉
し
く
、
新
た
な
や

り
が
い
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

休
日
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
に

趣
味
の
ひ
と
つ
は
、
市
の
福
祉
農
園

を
借
り
て
行
っ
て
い
る
野
菜
の
栽
培
。

ス
イ
カ
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
ゴ
ー
ヤ
、
に
ん

に
く
と
、
種
類
も
様
々
だ
。
思
い
付
い

た
も
の
を
、
そ
の
ま
ま
植
え
て
み
る
の

が
中
野
流
。
果
た
し
て
、
ど
れ
が
う
ま

く
育
つ
だ
ろ
う
か
…
…
。
栽
培
に
は
、

そ
ん
な
と
っ
て
お
き
の
楽
し
み
が
隠
れ

て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、友
人
と
お
茶
を
し
た
り
、

一
人
で
少
し
離
れ
た
場
所
ま
で
買
い
物

に
出
か
け
た
り
す
る
の
も
癒
し
の
時
間

だ
。
京
都
に
住
む
娘
た
ち
に
会
う
た
め

に
、
電
車
に
揺
ら
れ
る
の
も
気
分
転
換

に
な
る
と
い
い
、
し
っ
か
り
と
心
身
を

休
め
る
時
間
を
取
り
な
が
ら
、
仕
事
へ

の
活
力
を
蓄
え
て
い
る
。

介
護
は
天
職

「
も
と
も
と
介
護
の
仕
事
が
大
好
き

な
ん
で
す
。
家
に
い
る
と
あ
れ
こ
れ
し

ん
ど
い
こ
と
も
、
さ
ざ
な
み
に
来
て
み

ん
な
の
顔
を
見
て
い
る
と
元
気
に
な
り

ま
す
」。

職
場
に
来
る
と
自
然
と
声
が
出
て
、

楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
が
で
き
、
一
緒
に

歌
も
歌
え
る
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
ざ

な
み
は
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
れ
る
パ

ワ
ー
を
持
つ
場
所
な
の
だ
と
い
う
。
年

齢
が
近
い
利
用
者
は
ど
こ
か
同
志
の
よ

う
に
思
え
、
自
身
の
仕
事
に
も
熱
が
入

る
。
出
勤
日
数
は
少
な
い
も
の
の
、
楽

し
み
な
が
ら
働
け
て
い
る
理
由
の
ひ
と

つ
だ
。

「
若
い
方
に
と
っ
て
、入
社
１
～
２
年

目
は
大
変
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
過
ぎ

れ
ば
何
と
か
頑
張
っ
て
い
け
る
と
思
い

ま
す
。
頑
張
れ
ば
い
い
こ
と
も
あ
る
か

ら
」。若

手
職
員
に
こ
う
エ
ー
ル
を
送
る
中

野
は
、
こ
の
先
も
変
わ
ら
な
い
笑
顔
と

共
に
、
利
用
者
に
寄
り
添
っ
て
い
く
。

そ
の
姿
勢
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
全
体

を
明
る
く
照
ら
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ

う
。
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さざなみ加納

中
な か

野
の

 喜
き

美
み

代
よ

▲真ん中 中野さん



今だから
話せる、昔

の

エピソー
ド大失敗

成功までには失敗がつき
もの。しかし同じ失敗を2
度起こさないように皆さ
ん突然のアクシデントか
らも学びを得ているよう
です！皆さんも参考にし
てミスを1つでも減らして
いきましょう！

とてもびっくりし、申し訳ない気持ちでいっぱいでした。
当時は入社したてで、周りが見えていませんでした……。

今年札幌から大阪に引っ越してきました。札幌では自家用車で移動していたため、地下鉄自
体乗ることがない生活でした。最初はなぜか目的地の逆方向に行ってしまったり、何度も間
違えて目的地にたどり着くまでが大変でした…。
また、道路が札幌のように碁盤の目になってないので、迷路のようで目的地になかなか着か
ず、これから大阪の地でやっていけるのか、不安しかありませんでした。
子どもたちには「年齢を言い訳にせず、道でも何でも自力で納得いくまで調べて学びなさ
い」と言われました。今はGoogleマップで頑張っています！

車椅子からベッドに利用者様を抱きかかえながら移動する際、
間違えて足を踏んでしまいました。

大阪の地下鉄・電車の乗り換えや、道路の複雑さに迷子！

当時の心境

日々勉強の毎日です。慎重に行動しましょう！

皆さんへ

さざなみ松屋町

福良 佳代子さん

ふく     ら         か      よ       こ

やってしまった……

さざなみ京都南

中川 由美子さん

なか  がわ 　ゆ       み      こ

やってしまった……

大阪は人が多くて怖い、札幌に帰りたいと心細くなりまし
た。いつも「何とかなるさ」の精神で考えてたのですが、前
もってしっかりと行き先を調べて行動しなくてはと反省
しました。

当時の心境

この経験から

人に頼るのも勿論大切ですが、自分でもきち
んと下調べをするとさらに安心ですね！

皆さんへ
この経験から

巻頭インタビューでは、さざなみ入社までの人生のさまざまな経緯と、介護を天職と思い楽しんで
仕事に励む姿を教えてくれた中野さん。一緒に働く３名の方が、さらなる魅力を語ってくれました！

「中野喜美代」 さんへのメッセージ
巻頭インタビュー

さざなみ加納 
  あさ  だ       てい   こ

麻田 貞子さん

第一印象は？

優しそうな人だと思いま

した。

中野さんにまつわるエピソード

迷いごとがあるときや疲れて

いるときに、そっと聞き役に

回っていただき、温かいエールを

送ってもらっています。

中野さんへのメッセージ

いつも穏やかで、利用者様に対しても、職員に対し

ても、笑顔で接していらっしゃいます。尊敬できる

先輩で、一緒に働けることに喜びを感じています。

必見！

さざなみ加納
  み   やけ      な     お

三宅 奈緒さん

第一印象は？

とっても優しい

印象でした。仕事

で 何度も話をする

と、話しやすくて仕事でもいろいろ

なことで助けてもらいました。

中野さんにまつわるエピソード

普段は月８日ぐらいの勤務予定で

したが、人がいないとき勤務日数

が増えてしまったことがありまし

た。「大丈夫、人がいないからね」と

言って出勤してくれたことが、とて

もありがたかったです。

中野さんへのメッセージ

今後ともよろしくお願いします！

さざなみ加納
 はい  づか                      こ

灰塚 みち子さん

第一印象は？

穏やかで、誰に

対しても優しい

方だと思いました。

中野さんにまつわるエピソード

利用者様に対して、いつも笑顔

で接していらっしゃいます。声

掛けも優しくされています。

中野さんへのメッセージ

中野さんは、どんなことでも受け

止めてくださるので、安心して相

談できる存在です。大好きです。



秋の味覚とは・・・？

おすすめの本を紹介！

皆さんは
どんな食べ物を
食べたいですか？

をを
おすすめのおすすめの
「〇〇の秋」と言われるほど、
秋は魅力的なものが盛りだくさん！
今回はおすすめの食べ物・本をご紹介します！

「〇〇の秋」と言われるほど、
秋は魅力的なものが盛りだくさん！
今回はおすすめの食べ物・本をご紹介します！

秋に旬を迎える食べ物のことです。秋になると様々

な食材が実り、食べる楽しみが増すことから、『食

欲の秋』『実りの秋』と表現されることもあります。

秋の味覚といえば、木に実るジューシーなフルーツ

を思い浮かべる方が多いのではないでしょうか？

果物は特に、秋に旬を迎えるものが多くあります！

普段読書をしない人でもこの季節になると
本を読みたくなるという素晴らしい季節。
読書したいけどなかなかタイミングがない、
なんて人も読書の秋という絶好の機会に
ぜひ読みまくっちゃいましょう！

普段読書をしない人でもこの季節になると
本を読みたくなるという素晴らしい季節。
読書したいけどなかなかタイミングがない、
なんて人も読書の秋という絶好の機会に
ぜひ読みまくっちゃいましょう！

在日の主人公がいろいろな葛藤
や悩みを持ちながらヒロインに
告白する所がおすすめです。 

　　  北森鴻　『花の下にて春死なむ』
読書の秋。食欲の秋。そのどちらもが楽しめちゃう素晴らしい小

説がこちら。北森鴻さんによる「香菜里屋」シリーズの１作目。

とある路地裏にあるバー「香菜里屋」のマスターが、お客さんが

持ちかけてきた謎を鮮やかに推理していく連作短編集。

ミステリー小説としてももちろん面白いですが、とにかく作品に

登場する料理が美味しそうなのも魅力です！

　　  横溝正史　『金田一耕助シリーズ』
普段読書をしない人でも「金田一耕助」の名前は聞いたことはあ

るのではないでしょうか。このシリーズの魅力はなんといっても、

おどろおどろしい不気味な世界観とミステリーとしての完成度の

高さです。この世界観は一度読めば病みつきになってしまいます。

そしてシリーズも豊富なので、次から次へと読みたくなってしま

うという中毒性。特に絶対的な読む順番はありませんが、まずは

『本陣殺人事件』から。

　　  ロバート・A・ハインライン　『夏への扉』
海外SF定番の傑作。「ぼく」と「猫」。「冬眠装置」「タイムトラベル」。

言えるのはこれだけです。主人公のキャラの良さ、見事なストー

リー展開は読んでいてハラハラしながらも気持ちが良い！そして

すべてが繋がったときの爽快感！完璧です。どんな困難にも立ち

向かっていく主人公に勇気を貰える永遠の名作。夏が終わってし

まった季節だからこそ、「夏への扉」を探すのです。

魚介類
幼少期から海の近くで育ち魚介類をよく

食べていたので、今でも好きです！

古橋さんおすすめ

  ふる   はし     のぶ    こ

古橋 信子さん 
さざなみ京都南 

助六寿司
生魚が苦手なので、お寿司をたのむとき

は助六寿司です！甘くておいしく食べ応

えがあるので好きです。

もりもり寿し
大起水産回転寿司
などの店舗が美味しいです！

是非行ってみてください！

河内さんおすすめ

ドラマ化・舞台化などで再注目を浴びている本はこちら

 かわ   うち    しゅう  と

河内 柊人さん 
さざなみ京都南 

 かわ  うち   しゅう と

河内 柊人さんさざなみ
京都南 

・ぶどう
・柿
・栗
・梨
・銀杏

「GO」
食欲の秋・読

書の秋！

一挙紹介！一挙紹介！

代表的な秋の味覚の果物は……

おすすめのお店！

などなど

金城一紀著者

著者

河
内
さ
ん
お
す
す
め
の
本

河
内
さ
ん
お
す
す
め
の
本

11

著者22

著者33



をを

お届けお届け
季節の移り変わり

を感じると共に、

秋晴れが心地よい
今日この頃ですね

。

今回も利用者様の
素敵な笑顔と共に

元気をお届けしま
す！

季節の移り変わり
を感じると共に、

秋晴れが心地よい
今日この頃ですね

。

今回も利用者様の
素敵な笑顔と共に

元気をお届けしま
す！

皆さんこれからも
元気に楽しく過ご

してくださいね！

皆さんこれからも
元気に楽しく過ご

してくださいね！

します！ します！ 
利用者様の様子利用者様の様子

敬老の日の様子

ふれあい喫茶に行き
ました！

オセロなども楽しみま
した！レクリエーシ

ョンを実施！

今年も残り2か月・・・！

楽しく2022年を

終えられるよう皆さんで

頑張りましょう！


